
第5次聖籠町総合計画 前期基本計画における施策目標の進捗状況・指標の継続性について

第１章　安全で快適な生活環境の創造
Ⅰ　地域特性を活かしたまちづくり
１　都市近郊型の土地利用
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値
（基準年

度）
実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

1 新規住宅地面積
住環境の整備状況を示す
指標

住宅団地造成済
面積

2020 2.4ha 3.3 3.3 4.5 4.5 4.5 5.1 ha

2 商業地面積
商業エリアの整備状況を
示す指標

住宅団地造成済
面積

2020 8.0ha 8 8 8 8 8 18 ha

3 工業地面積
工業エリアの整備状況を
示す指標

新潟東港工業地
帯及びその周辺
の工業地面積

2020
833h

a
833 833 833 843 843 843 ha

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
1 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 4.5 4.5 4.8 4.8 7 ha ふるさと整備課

2 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 8 8 8 8 18 ha ふるさと整備課

3 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 843 843 843 853 853 ha ふるさと整備課

２　土地利用に係る調査の推進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

4
国土調査の実施
済面積

土地の保全・高度利用が
行いやすくなっている状
況を示す指標

累計面積(㎢) 2020
21.9

㎢
22 22.1 22.2 22.3 22.4 22.4 ㎢

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
4 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 22.5 22.6 22.7 22.8 22.9 ㎢ ふるさと整備課

目標値
(2025)

達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法

C(44.4%)

A(100.0%)

B(88.2%)

目標値
（2030）

主管課No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

目標値
(2025)

達成率

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

A(100.0%)

目標値
（2030）

主管課

【参考資料４】
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第１章　安全で快適な生活環境の創造
Ⅱ　自然環境との共生
１　海岸線環境下での共生
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

5 植樹面積
保安林事業による植樹面
積

植樹した面積（5
年間の累計）

－ － 0㎡ 0㎡ 0㎡ 0㎡ 150 1,000 ㎡

6
海のレジャー・ス
ポーツイベント参
加者数

海洋レクリエーション施
設を核としたレジャー・ス
ポーツイベントの参加者
数

レジャーイベント
の年間参加者数

2019 181人 0 0 0 479 346 280 人

7
海のレジャー・ス
ポーツイベント参
加者数

海洋レクリエーション施
設を核としたレジャー・ス
ポーツイベントの参加者
数

スポーツイベント
の年間参加者数

2019 102人 0 0 0 238 613 330 人

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

5 現状のまま継続

広く開けた植樹エリアが
ないため、H28年度まで
のような大規模な植樹祭
の開催は難しいが、砂防
林維持に向けて指標は必
要。

― ― ― 250 250 250 250 1,000 ㎡ 産業観光課

6
削除する(継続し

ない)
― ― ― － － － － － － 産業観光課

7 現状のまま継続 650 700 750 800 850 人 産業観光課

達成率

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

目標値(2025)

C(15.0%)

A(123.6%)

A(185.8%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課
目標値

（2030）

海岸線のにぎわい創出の
ため、指標は必要。レ
ジャーイベントとスポーツ
イベントは一体で行うた
め、指標と目標値は一本
化する。

海のレジャー・スポーツイベ
ント参加者数

海洋レクリエー
ション施設を核と
したレジャー・ス
ポーツイベントの

参加者数

聖籠町長杯サー
フィン大会来場者

数
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第１章　安全で快適な生活環境の創造
Ⅱ　自然環境との共生
１　海岸線環境下での共生
２　河川環境下での共生
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

8
河川のＢＯＤ
75％値[1]

河川の水質汚濁の状況を
示す数値（基準値；新発田
川 5mg/ℓ)

河川水のサンプル
採取による分析

2020 3.0mg/ℓ 2.4 3.1 4.4 3.2 4.4 3 mg/ℓ

9 水洗化率 水洗化の状況を示す指標
（接続人口／計画区
域内人口）×100

2020 89% 89.9% 90.1% 90.3% 91.8% 92.3% 91%

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

8 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 3 3 3 3 3 mg/ℓ 生活環境課

9 現状のまま継続
実績の伸び率を考慮して
いる。

― ― ― 91.0% 91.0% 91.0% 91.0% 92.0% % 上下水道課

３　緑地保全・緑化推進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値(2025)

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

10 苗木配布件数
町民への緑化推進対策の
状況を示す指標

申請件数(累計) 2019 673件 720 784 843 905 959 970 件

11
聖 籠 さ わ や か ク
リーンサポート登
録団体数

道路・公園等公共施設での
協働による緑化等環境美化
の取組状況を示す指標

合意書締結団体
数

2019 27団体 30 29 34 38 42 35 団体

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

10
削除する(継続し

ない)
R6で事業を終了 ― ― ― － － － － － － ふるさと整備課

11 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 43 44 45 46 47 団体 ふるさと整備課

C(68.2%)

A(101.4%)

目標値
（2030）

主管課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値(2025) 達成率

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

達成率

B(98.9%)

A(120.0%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法

目標値
（2030）

主管課No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性
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第１章　安全で快適な生活環境の創造
Ⅲ　生活環境の整備
１　道路管理の適正化
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

12 橋梁修繕率
老朽化した橋を法令に基
づき点検修繕する指標

修繕対象の修繕
数

2019 0% 2.7% 3.7% 9.2% 9.5% 9.7% 8.90% %

13 舗装修繕率
傷んだ舗装の修繕を示す
指数

舗装道路の全延
長の内修繕を行っ
た延長

2019 16% 26% 54% 55% 76% 105% 36% %

14
消雪パイプの整備
済延長

冬期間の安全な交通確保
対策の整備状況を示す指
標

整備済延長(累
計)

2019 20.0km 20.7 21.5 22.2 22.2 22.9 22.8 km

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
12 現状のまま継続 10百万/年 ― ― ― 11.4 13.1 14.8 16.5 18.2 % ふるさと整備課

13
削除する(継続し

ない)

補修必要箇所は毎年増え
ていく傾向があり、計画
時と乖離がおきるため

― ― ― － － － － － － ふるさと整備課

14 現状のまま継続
550m/年
（継続）

― ― ― 23.3 23.9 24.4 24.9 25.4 km ふるさと整備課

２　体系化された道路網の整備
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

15 町道改良率
町道の整備状況を示す指
標

（規格改良済延長／
全体実延長）×100

2019 79.4% 79.6% 79.6% 79.7% 79.7% 79.8% 79.9% %

16 歩道整備率
通学路の歩道整備状況を
示す指数

通学路歩道整備
延長

2019 110ｍ 110m 410m 1055m 1503m 1863 1,466 ｍ

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
15 現状のまま継続 200m/年 ― ― ― 79.8 79.9 80 80.1 80.3 % ふるさと整備課

16 現状のまま継続
2025 27m+128m
2026 120m
2030 100m

― ― ― 1863 2018 2138 2138 2,238 ｍ ふるさと整備課

No. 指標名 指標の説明 算出方法

目標値
（2030）

目標値
(2025)

達成率

A(109.0%)

A(291.7%)

A(100.4%)

主管課No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

目標値
(2025)

達成率

B(99.9%)

A(127.1%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法

目標値
（2030）

主管課
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Ⅲ　生活環境の整備
３　公共輸送機関の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

17
町循環バス利用者
数

町循環バスの利用状況を
示す指標

年間延べ乗者数 2019 33,530人 36,130 54,464 54,002 64,938 66,105 60,000 人

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

17 現状のまま継続 ― ― ― 60000 60000 60000 60000 60,000 人 生活環境課

４　ごみ処理体制の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

18
家庭ごみのリサイ
クル率

ごみの資源化の状況を示
す指標

町の家庭ごみ収
集量全体に占め
る資源 ごみ の割
合

2019 16.9% 16.7% 16.7% 16.2% 16.3% 16.2% 20% %

19 不法投棄件数
不法投棄対策の効果の
状況を示す指標

不法投棄の通報
及び発見件数

2019 9件 14 18 8 10 15 5 件

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

18 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 24 24 24 24 24% % 生活環境課

19 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 5 5 5 5 5 件 生活環境課

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

目標値
(2025)

達成率

A(110.2%)

目標値(2025) 達成率

B(81.0%)

C(33.3%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030） 主管課
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Ⅲ　生活環境の整備
５　環境保全対策の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

20
公害防止協定抵
触回数

事業所からの排ガス・排
水が町との協定値を超過
した回数

回数 2019 0回 0 0 0 0 0 0 回

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

20 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 0 0 0 0 0 回 生活環境課

６　上水道の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

21 有収率
どれだけ無駄なく飲料水
を送っているか、という
状況を示す指標

（有収水量（料金
を 賦課 でき る水
量）／配水量（実
際に送った水量））

2019 83.3% 86.6% 90.5% 89.7% 90.3% 90.3% 90% %

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
21 現状のまま継続 横ばい傾向を見込んでいる。 ― ― ― 90.0% 90.0% 90.0% 90.0% 90.0% % 上下水道課

７　下水道利用の促進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

22 水洗化率 水洗化の状況を示す指標
（接続人口／計画区
域内人口）×100

2020.3 89.60% 89.9% 90.1% 90.3% 91.8% 92.3% 91.0% %

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
22 現状のまま継続 実績の伸び率を考慮している。 ― ― ― 91.0% 91.0% 91.0% 91.0% 92.0% % 上下水道課

達成

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

目標値(2025) 達成率

主管課

目標値(2025)

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

目標値推移
目標値（2030）

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率

A(101.4%)

主管課

目標値(2025) 達成率

A(100.3%)
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現

Ⅰ　安心して暮らせる環境づくり
１　消防・救急体制の整備
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

23
火災による死亡
数

火災を早期発見し初期消
火を迅速に行うことによ
り被害拡大防止を示す指
標

町内における火
災による死亡者
数

2019 0人 0 0 0 0 0 0 人

24 火災発生件数
町民の火災意識状況を
示す指標

町内における火
災発生件数

2019 2件 5 4 5 4 2 0 件

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

23
削除する(継続し

ない)
指標にそぐわない ― ― ― ― ― ― ― ― ― 生活環境課

24 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 2 2 2 2 2 件 生活環境課

２　防災対策の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

25
備蓄倉庫の設置
数

防災拠点整備の進捗状
況を示す指標

設置数 2019 1箇所 1 1 1 1 1 3
箇所(小学
校区毎)

26
防災物資等の備
蓄率

防災拠点の機能強化の
進捗状況を示す指標

備蓄計画による防
災物資の備蓄率

2019 50.0% 59.0% 69.0% 79.0% 88.0% 95.0% 100% %

27
地域における防災
訓練の参加人数

地域による災害対処力
の強化を示す指標

防災訓練の参加
者数

2019 1,881人 中止 中止 中止 1,568 1,872 2,000 人

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

25
削除する(継続しな

い)

備蓄倉庫の設置には多額の
経費がかかり実現性が低い
ため
備蓄に関する指標を他に設
定しているため

― ― ― － － － － － － 生活環境課

26 現状のまま継続 ― ― ― 100 100 100 100 100 % 生活環境課
27 現状のまま継続 ― ― ― 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 人 生活環境課

新 戸別受信機貸出件数等の合計
防災体制等の推進・
整備状況を示す指標

戸別受信機貸出件数と
SNS（LINE・X）フォロ

ワー数の合計
7,500 8,000 8,500 9,000 9,500 件 生活環境課

主管課目標値（2030）

未達成

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

目標値（2025） 達成率

達成

B(93.6%)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

目標値（2025） 達成率

C(33.3%)

B(95.0%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課
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Ⅰ　安心して暮らせる環境づくり
３　交通安全対策の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

28
交通死亡事故件
数

町民の交通安全意識普
及状況を示す指標

町民の交通死亡
事故件数

2019 2件 2 0 1 0 0 0 件

29 交通事故件数
交通安全に対する施策
の効果の状況を示す指
標

町内における交
通事故の件数

2019 30件 26 27 27 20 19 30 件以下

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
28 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 0 0 0 0 0 件 生活環境課
29 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 30 30 30 30 30 件以下 生活環境課

４　防犯対策の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

30 犯罪発生件数
防犯対策の効果の状況
を示す指標

町内における犯
罪（刑法犯）の発
生件数

2019 51件 60 56 34 36 68 50 件以下

31
防犯カメラ設置
箇所

登下校の安全確保を示
す指標

設置箇所 2019 4 9 18 27 27 27 27 箇所

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
30 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 50 50 50 50 50 件以下 生活環境課

31
削除する(継続し

ない)
目標値まで設置が完了
したため

― ― ― － － － － － － 子ども教育課

未達成

A(157.9%)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025） 達成率

C(73.5%)

A(100.0%)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

主管課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025） 達成率

主管課
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Ⅰ　安心して暮らせる環境づくり
５　空家対策の推進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

32
特定空家等解消
件数

特定空家等対策の効果
を示す指標

特定空家等解消
件数（累計）

8件 8 10 13 16 17 10 件

33
空家等の活用件
数

空家等の活用に関する
取組の効果を示す指標

空家や除却後の跡
地を利用し定住し
た件数（累計）

2015～2019 11件 4 6 14 16 20 15
件（2020
～2024）

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

32
手段・手法を変えて

継続

空家法の改正により定義
された管理不全空家等の

対策を追加

特定空家等及び管理不全空家
等解消件数

特定空家等及び管理不
全空家等対策の効果を

示す指標

特定空家等及び管理不
全空家等解消件数（累

計）
19 21 23 25 25 件 生活環境課

33 現状のまま継続 ― ― ― 4 8 12 16 20
件

(2026
～

2030)

総合政策課

６　消費生活の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

34
消費者相談後の
満足度

消費生活で生じた問題
の解決具合を示す指標

相 談 後 の ア ン
ケートで「満足」
「やや満足」と回
答した割合

― ― ― ― ― ― ― 70% %

35
消費生活講座実
施数

高齢者などへの消費者
トラブルを未然に防止
するための取組状況を
示す指標

消費生活講座実
施数

2019 20回 2 1 9 11 7 25 回

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
34 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 70 70 70 70 70% % 町民課
35 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 10 15 20 23 25 回 町民課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025） 達成率

主管課

A(170.0%)

A(133.3%)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

主管課

目標値（2025） 達成率

―

C(28.0%)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現
Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
１　健康づくりの充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

36 健康寿命

日常生活動作が自立して
いる期間の平均を健康寿
命とし、その延伸に向け
た健康維持・増進の効果
を示す指標

介護保険要介護2
以上を不健康と定
義したKDBシステ
ム[1]より抽出

2019

男性
77.6年

女性
85.1年

男性
77.8年

女性
84.8年

男性
78.8年

女性
83.9年

男性
79.2年

女性
83.8年

男性
78.8年

女性
83.3年

男性
78.8年

女性
84.2年

男性
79.0年

女性
88.5年

年 未達成

37
健康づくり事業協
力店数

健康づくりのための環境
づくり推進状況を示す指
標

町健康づくり事業
協力店数

2019 2 3 4 6 7 7 6 か所

38
保健推進員経験者
数

健康づくりの実践者・普
及活動の状況を示す指標

2020年度から
2025年度までの
委嘱者実数

2020 35 35 35 39 39 57 60 人

39
自殺者数（5年間
平均自殺者数）

自殺対策の状況を示す指
標

5年間の自殺者数
の平均

(2015
～

2019)
2人 2 2 2 2 2 0

人(2021
～2025) 未達成

40 定期予防接種率
予防接種による町の免疫
水準維持状況を示す指標

1歳6か月までに
四種混合接種終了
者割合

2019 96.0% 97.5% 88.9% 74.6% 75.0% 72.3% 100% %

41 定期予防接種率
予防接種による町の免疫
水準維持状況を示す指標

1歳6か月までに
麻しん・風しん接
種終了者割合

2019 95.3% 115.6% 111.1% 109.0% 104.4% 100.0% 100% %

42 定期予防接種率
予防接種による町の免疫
水準維持状況を示す指標

65歳以上高齢者
インフルエンザワ
クチン接種率

2019 51.1% 77.9% 62.5% 59.1% 55.1% 49.5% 55% %

目標値（2025） 達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法

A(116.7%)

B(95.0%)

C(72.3%)

A(100.0%)

B(89.9%)
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現
Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
１　健康づくりの充実
【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

36 現状のまま継続

個人だけでなく、町全体
として健康増進活動を進
め、健康の底上げを図る。
目標値＝平均寿命（R2）

― ― ―

男性79
年

女性85
年

男性79
年

女性85
年

男性80
年

女性86
年

男性80
年

女性86
年

男性81
年

女性87
年

年 保健福祉課

37 現状のまま継続
飲食店に限らず、賛同企
業を増やす。

― ― ― 8 8 9 9 10 か所 保健福祉課

38 現状のまま継続

町全体の健康の底上げに
向けて、健康づくりの理
解者・実践者の増加を目
指す。

― ― ― 65 65 75 75 85 人 保健福祉課

39 現状のまま継続
誰一人取り残さない保健
医療福祉等生きる支援の
充実を図る。

― ― ― 1 1 0 0 0
人

(2026
～

2030)

保健福祉課

40
手段・手法を変え

て継続
BCG(結核)接種終了者
割合に変更

定期予防接種率

四種混合接種R6年
度製造終了。そのた
め国の定期接種実施
要綱を基にBCGへ変
更（1歳までに接種終

了割合）

年度で1歳＝対象者
BCG接種数/対象者

100 100 100 100 100 % 保健福祉課

41
手段・手法を変え

て継続

2歳までに麻しん・風しん
（1期）接種終了者割合に
変更

定期予防接種率
接種が2歳になる
前日まで可能のた

め変更

年度で2歳＝対象者
MR接種数/対象者

100 100 100 100 100 % 保健福祉課

42 現状のまま継続
予防接種による町の免疫
水準維持状況を示す指標
として必要

― ― ― 50 50 55 55 55 % 保健福祉課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 主管課
目標値

（2030）
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現
Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
２　母子保健の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

43
今後もこの地域で
子育てをしたいと
思う親の割合

母子保健・子育て支援の
取組の状況を示す指標

3歳児健康診査に
おける「この地域
で、今後も子育て
をしていきたいで
すか」の設問に対
し、「そう思う」と
回答した割合

2019 66.2% 67.4% 66.1% 75.0% 72.1% 64.5% 70% %

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

43 現状のまま継続

孤立せず安心して子育て
ができ、子育てに希望と
喜びを感じることができ
るように支援する。

― ― ― 70 70 80 80 80% % 保健福祉課

３　成人保健・高齢者保健事業の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

44
国保特定健診受診
率（40代50代）

健康の維持・増進活動の
状況を示す指標

受診者数/対象者
数

2019 38.00% 34.43% 35.19% 42.64% 42.98% 未確定 60% % 2023実績

45
胃がん検診受診率
（40～60代）

健康の維持・増進活動の
状況を示す指標

受診者数/町40～
60代人口

― ― ― ― ― 53.60% 54.40% 50% %

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

44 現状のまま継続
働き盛り年代の受診率を
向上させる。

― ― ― 60 60 60 60 60 % 保健福祉課

45 現状のまま継続 国の目標値を目指す ― ― ― 60 60 60 60 60 % 保健福祉課

達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025）

主管課目標値（2030）

B(92.1%)

C(71.6%)

A(108.8%)

目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

目標値（2025）

主管課No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

達成率
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Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
４　精神保健の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値（2025）

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

46 訪問件数
精神疾患・障がいに関す
る相談体制の取組状況を
示す指標

精神に関する保健
師の家庭訪問実施
延べ件数

2019 233件 204 205 137 242 143 300 件

47 相談件数
精神疾患・障がいに関す
る相談体制の取組状況を
示す指標

精神に関する保健
師の相談（面談・電
話相談など）実施
延べ件数

2019 451件 350 319 171 408 303 590 件

48
当事者・経験者同
士の活動への参加
者数

障がいの理解を深める取
組の状況を示す指標

家族会・当事者会・
交流会等の活動へ
の参加延べ人数

2019 399人 34 30 28 29 35 600 人

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

46
削除する(継続し

ない)

相談の手段が訪問だけで
なく多様になっているた
め訪問単独では廃止。

― ― ― － － － － － － 保健福祉課

47
手段・手法を変え

て継続
相談方法に訪問も追加す
る

相談延件数

精神疾患・障がい
に関する相談体制
の取組状況を示す

指標

精神に関する保健師
の相談（訪問・面談・
電話相談・メールな
ど）実施延べ件数

500 550 600 650 700 件 保健福祉課

48 現状のまま継続
当事者・家族のみでなく
町民が参加し理解を深め
る機会を増やす

― ― ― 450 450 500 500 550 人 保健福祉課

C(51.4%)

C(5.8%)

C(47.7%)

主管課No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現
Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
５　歯科保健の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

49
80歳で20本以上
自分の歯を有して
いる者の割合

全ての年代における歯の
健康維持増進の状況を示
す指標

75～84歳で自分
の歯を20本以上
持っている者（介
護予防・日常生活
圏ニーズ調査）

2017 32.3% - - - 36.4% - 39.0% ％

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

2026 2027 2028 2029

49 現状のまま継続
３年に１回のニーズ調査と
なるが現状のまま継続す
る。

― ― ― 65 - - 65 65 ％ 保健福祉課

６　医療体制の確立
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

50
かかりつけ医（内
科）がある者の割
合

町民の受療行動及び医療
機関の充実状況を示す指
標

かかりつけ医があ
る20歳以上の割
合（町民の健康に
関するアンケート
調査）

2017 59.9% - - - 68.8% - 70.0% ％

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

50
手段・手法を変え

て継続

持続可能な地域医療の構
築のため、適正受診と救
急医療を守るため普及啓
発を継続する。60歳以上
は8割を超えているため、
働き盛り年代を重点課題
とする。（R5:62.9％）

かかりつけ医（内科）がある
者の割合（40.50代）

町民の受療行動及
び医療機関の充実
状況を示す指標

かかりつけ医があ
る40歳代50歳代
の割合（町民の健
康に関するアン

ケート調査）

- - - - 80% ％ 保健福祉課

達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025）

B(93.3%)

B(98.2%)

主管課
指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

目標値（2025） 達成率

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性
目標値

（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現
Ⅱ　生涯健康に暮らせるまちづくり
７　国民健康保険事業の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

51 国保税収納率
現年一般分の調整交付金
基準の確保状況を示す指
標

（収入額／調定額）
×100

2019 97.1% 97.0% 97.5% 97.8% 98.3% 98.0% 97.5% ％

52 特定健診受診率
保健事業の充実の状況を
示す指標

（受診者数／特定
健診対象者数）×
100

2019 53.0% 48.0% 55.3% 55.8% 56.1% 未確定 60.0% ％ 2023実績

53
特定保健指導実施
率

保健事業の充実の状況を
示す指標

（特定保健指導実
施者数／特定保健
指導該当者数）×
100

2019 40.3% 36.6% 39.4% 45.8% 41.1% 未確定 60.0% ％ 2023実績

７　国民健康保険事業の充実
【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

51 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 98.1 98.2 98.3 98.4 98.5% ％ 町民課

52 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 57.6 58.4 59.2 60 60.8% ％ 町民課

53 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 51.6 54.4 57.2 60 62.8% ％ 町民課

A(100.5%)

B(93.5%)

C(68.5%)

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値（2025） 達成率

目標値（2030） 主管課No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性
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第２章　誰もが幸せに暮らせる社会の実現

Ⅲ　幸せに暮らせる福祉のまちづくり

１　地域福祉の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

54 ボランティア数
地域福祉活動の取組状況
を示す指標

福祉ボランティア
数（団体）

2019 7団体 9 6 4 5 2 8 団体 C(25.0%)

55 ボランティア数
地域福祉活動の取組状況
を示す指標

福祉ボランティア
数（個人）

2019 15名 16 14 17 20 36 18 名 A(200.0%)

56 ボランティア数
地域福祉活動の取組状況
を示す指標

聖籠さわやかク
リーンサポート事
業登録団体数

2019 27団体 30 29 34 38 42 35 団体 A(120.0%)

57 ボランティア数
地域福祉活動の取組状況
を示す指標

図書館ボランティ
ア登録人数

2019 34人 34 31 29 24 24 40 人 C(60.0%)

58
要支援者災害時避
難方法検討率

避難行動要支援者が安心
して暮らせる状況を示す
指標

避難行動要支援者
のうちケアプラン
の作成に向けて避
難方法の検討が行
われた者の割合

- - - - 0.40% 4.00% 100% % C(4.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

2026 2027 2028 2029

54 現状のまま継続
ボランティアに参加しや
すい環境づくりに対する
取り組み指標として必要

― ― ― 4 6 8 8 8 団体 保健福祉課

55 現状のまま継続
ボランティアに参加しや
すい環境づくりに対する
取り組み指標として必要

― ― ― 20 20 25 25 30 名 保健福祉課

56 現状のまま継続 ― ― ― 43 44 45 46 47 団体
ふるさと整
備課

57 現状のまま継続
広報誌やｲﾍﾞﾝﾄ時の周知
などにより増加を目指
す。

― ― ― 25 25 25 25 25 人 図書館

58
手段・手法を変え

て継続

ケアプランを個別避難計
画に修正する。また、個別
避難計画を希望しない方
がいることを考慮し、
2030年度の目標値を
70％に変更する。

60 70 70 70 70% % 保健福祉課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明

主管課
指標名 指標の説明 算出方法

避難行動要支援者
のうち個別避難計
画の作成に向けて
避難方法の検討が
行われた者の割合

達成率

目標値（2030）

目標値（2025）算出方法
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Ⅲ　幸せに暮らせる福祉のまちづくり

２　高齢者福祉及び介護予防の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値（2025）

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

59 介護認定率
高齢者における介護認定
状況を示す指標

（65歳以上の介護
認定者数／65歳
以上人口）×100

2019 15.4% 16.1% 16.1% 16.4% 17.1% 17.2% 15.3% % A(112.4%)

60

働く、学ぶ、地域で
活動することへの関
わりが少ない高齢
者の割合

高齢者における社会参画
の指標

2023年に実施予
定の60～74歳ま
での町民アンケート
の結果、活動が「半
年に1回以上」と「し
ていない」と回答し
た人の合計の割合

2017 21.80% ― ― 41.50% ― ― 10% %(以下) 未達成

61
認知症サポーター
養成講座の参加人
数

町民の権利擁護（認知症、
成年後見など）への理解
を示す指標

認知症サポーター
講座の参加人数

2019 157人 198 139 117 165 186 300 人 C(62.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

59 現状のまま継続

コロナ禍により認定率が
急増。今後も高齢化人口
も増加するため、目標値
を変更

― ― ― 16.9 16.9 16.9 16.8 16.80% % 長寿支援課

60
手段・手法を変え

て継続

生きがい健康事業との連
動で高齢者との社会参画
の指標及び目標値の変更

35 36 37 38 39 回 長寿支援課

61
手段・手法を変え

て継続

認知症サポーター養成講
座以外の普及啓発事業を
追加し、指標と目標値を
変更

270 270 280 280 290 人 長寿支援課

達成率

認知症普及啓発事業の参加
人数

町民の権利擁護
（認知症、成年後見
など）への理解を

示す指標

認知症サポーター
講座及び講演会等

の参加人数

目標値（2030）

地域のつどいの場の開催団
体

社会的・運動的フ
レイルの予防の拠

点を示す指標

地域のお茶の間や
体操団体等の数

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 主管課
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Ⅲ　幸せに暮らせる福祉のまちづくり

３　障がい者福祉の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

62
障がい福祉サービ
ス利用率

障害者手帳所持者におけ
るサービス利用状況を示
す指標

利用者数（18歳以
上65歳未満）／手
帳所持者数（18歳
以上65歳未満）

2019 27.1% 46.3% 49.3% 41.3% 52.0% 47.1% 30.00% % A(156.9%)

63
地域生活支援事業
利用率

障害者手帳所持者におけ
る地域生活支援事業の利
用状況を示す指標

利用者数（18歳以
上65歳未満）／手
帳所持者数（18歳
以上65歳未満）

2019 13.1% 56.4% 60.9% 55.6% 53.6% 54.5% 15.0% % A(363.6%)

64
障がい児通所支援
事業利用率

障害者手帳所持者におけ
るサービス利用状況を示
す指標

利用者数（18歳未
満）/手帳所持者
（18歳未満）

2019 34.3% 95.2% 59.3% 50.0% 54.3% 52.1% 34.3% % A(151.8%)

65
日頃から外出して
いる障がい者（児）
の割合

障害者手帳所持者及び
サービス利用者（65歳未
満）の社会参加状況を示
す指標

3年ごとに実施す
る障がい福祉計画
のアンケートによ
る外出頻度が週数
回以上と回答され
る方の割合

2019 89.6% - - - 85.1% - 90.0% % B(94.6%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

62 現状のまま継続
充実度合いを図るために
必要な指標であることか
ら現状のまま継続。

― ― ― 30 30 30 30 30% % 保健福祉課

63
手段・手法を変え

て継続

地域生活支援事業は、18
歳未満の方や65歳以上
の方も利用できるため、
年齢を限定しない算出方
法に修正する。

35 35 35 35 35% % 保健福祉課

64 現状のまま継続
充実度合いを図るために
必要な指標であることか
ら現状のまま継続。

― ― ― 34 34 34 34 34% % 保健福祉課

65 現状のまま継続
社会参加を示す指標とし
て必要であることから、
現状のまま継続。

― ― ― 90 90 90 90 90% % 保健福祉課

地域生活支援事業利用率

障害者手帳所持者
における地域生活
支援事業の利用状

況を示す指標

利用者数／手帳所
持者数

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性
目標値

（2030）
主管課

目標値（2025）No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率
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第３章　未来を創る子どもの育成
Ⅰ　学校・家庭・地域の協働
１　協働体制の構築
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

66
学校と団体の協
働事業回数

協働体制の活動を示す指
標

地域と連携した事業
回数

2019 327回 327 287 327 258 283 360 回 C(78.6%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

66 現状のまま継続

学校行事の減少等により連
携できうる事業が減少して
いることから目標値を300
に下げる

― ― ― 300 300 300 300 300 回 社会教育課

目標値（2030） 主管課No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性

達成率目標値(2025)No. 指標名 指標の説明 算出方法
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Ⅰ　学校・家庭・地域の協働
２　学校の中の地域づくり
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

67
地域交流棟の利
用状況

地域交流棟の活動を示す
指標

地域住民の年間利
用回数

2019 29回 29 59 64 69 62 50 回 A(124.0%)

68
学校の地域との
交流の場設置率

地域交流の場の提供状
況を示す指標

交流の場設置校÷小
中学校数　×100

2019 50% 75% 75% 75% 75% 75% 100% % C(75.0%)

69
学校給食等への
地産地消率

地産地消の推進状況を示
す指標

聖籠町共同調理場
で使用する本町産
の野菜、果物及び米
の割合

2019 49% ― 48.3% 46.4% 46.8% 43.5% 55% % C(79.1%)

70
食育を通じた交流
事業実施数(農産
物)

食育振興の状況を示す指
標

生産者とこども園
（幼稚園）・小学校・
中学校との会食年
間実施回数（各園・
学校1回）

2019 4回 ※6か所 0 0 0 0 0 7 回 C(0.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

67 現状のまま継続
今後も町民につかってもら
うべく周知する

― ― ― 50 50 50 50 50 回 社会教育課

68 現状のまま継続

2025年現在、蓮小のみ設
置されていない。既存の学
校では空き部屋がないこと
から設置は難しいが検討

― ― ― 75 75 100 100 100% % 社会教育課

69 現状のまま継続

農家数、生産品目数、生産量
が減ってきている。また、JA
や地場物産等の都合により
納品できない日(月曜、年
始、GW明け等)も出てきて
いるため50％以上は望め
ない。

― ― ― 45 45 45 45 45 % 子ども教育課

70 現状のまま継続
公立園・学校数7→5になっ
たため

― ― ― 5 5 5 5 5 回 子ども教育課

達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値(2025)

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030） 主管課
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Ⅰ　学校・家庭・地域の協働
３　社会の教育力の活用
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

71
国の上限ガイドラ
インを超える超過
勤務教員数

教員の働き方改革度を示
す指標

月45時間超の超
過勤務教員数（延
数）

2019 60人 65 43 26 44 30 0 人

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

71
手段・手法を変え

て継続

対象総数は増減があり、
延べ人数では実績がわか
りづらい。

18 16 14 12 10 ％ 教育未来課

主管課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値(2025) 達成率

国の上限ガイドラインを超
える超過勤務教員数

教員の働き方改革
度を示す指標

月45時間超の超過
勤務教員の延数割合

（％）

未達成

No.
後期基本計画へ

の継続性について
今後の方向性 目標値（2030）
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第３章　未来を創る子どもの育成
Ⅱ　情報化社会を切り拓く子どもの育成
１　科学技術の進展に対応できる力の伸長
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

72
毎日ＰＣ等のＩＣＴ
を活用する割合
（小学校）

ＩＣＴ教育の推進を示す指
標

ＰＣ活用日数÷総
授業日数×100

2019 7.1% 59.1% 72.1% 50.3% 24.8% 未確定 80% % C(31.0%) 2023実績

73
毎日ＰＣ等のＩＣＴ
を活用する割合
（中学校）

ＩＣＴ教育の推進を示す指
標

ＰＣ活用日数÷総
授業日数×100

2019 78.0% 18.6% 59.3% 66.7% 66.2% 未確定 100% % C(66.2%) 2023実績

74
プログラミングが
楽しい・好きとい
う割合

ＩＣＴ教育の推進を示す指
標

「楽しい」の回答者
÷回答者総数×

100
2019 - - - 84.6% 92.7% 94.2% 80% % A(117.8%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

72
手段・手法を変え

て継続

ICT機器は学習ツールの
1つであり、効果的に活用
する段階に入る

60 65 70 75 80% % 教育未来課

73
手段・手法を変え

て継続

ICT機器は学習ツールの
1つであり、効果的に活用
する段階に入る

60 65 70 75 80% % 教育未来課

74
手段・手法を変え

て継続
外部指導者の指導の効果
を図る

80 80 80 80 80% % 教育未来課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率

目標値（2030）

目標値(2025)

プログラミングに対する興味関心
の高さ

ＩＣＴ教育の推進を
示す指標

ＩＣＴ教育の推進を
示す指標

ＩＣＴ教育の推進を
示す指標

全国学調の児童質問紙
「ICT機器を、どの程度

使用したか」

肯定的評価者数÷回
答者総数×100

ICT機器を週3日以上活用する割
合（小学校）

ICT機器を週3日以上活用する割
合（中学校）

主管課No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

全国学調の児童質問紙
「ICT機器を、どの程度

使用したか」
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Ⅱ　情報化社会を切り拓く子どもの育成
２　世界とつながる力の伸長
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

75
イングリッシュキャ
ンプの参加人数

外国語教育・国際理解へ
の充実度を示す指標

参加人数 2019 - 13 37 27 18 未確定 30 人 C(60.0%) 2023実績

76
中学生英検３級合
格者

一定レベルの英語力到達
度を示す指標

合格者数÷3学年
生徒数×100

2019 14% - 7% 15% 7% 10% 40% % C(24.3%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
75 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 5 5 7 7 10 人 教育未来課

76
手段・手法を変え

て継続
県における英検IBA実施
開始に伴い変更

40 40 45 45 50% % 教育未来課

３　貢献意欲の醸成
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

77
人の役に立つ人間
になりたいと思う
割合（小学校）

社会貢献意欲を示す指標

全国学力・学習状況調
査において、高めても
らいたい質問事項の断
定的肯定割合

2019 81.00% 81.80% 76.20% 76.50% 75.20% 未確定 90% % B(83.6%)

78
人の役に立つ人間
になりたいと思う
割合（中学校）

社会貢献意欲を示す指標

全国学力・学習状況調
査において、高めても
らいたい質問事項の断
定的肯定割合

2019 68.90% 75.40% 83.20% 69.00% 74.60% 未確定 90% % B(82.9%)

79
地域の行事に参加
している割合（小
学校）

社会貢献意欲を示す指標

全国学力・学習状況調
査において、高めても
らいたい質問事項の断
定的肯定割合

2019 56.30% 49.60% 41.80% 34.60%
実施して
いない

実施して
いない

80% % 2022実績

80
地域の行事に参加
している割合（中
学校）

社会貢献意欲を示す指標

全国学力・学習状況調
査において、高めても
らいたい質問事項の断
定的肯定割合

2019 19.70% 15.30% 24.80% 19.50%
実施して
いない

実施して
いない

40% % 2022実績

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
77 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 70 70 75 75 80% % 教育未来課
78 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 70 70 75 75 80% % 教育未来課

79
削除する(継続し

ない)
調査項目がなくなったた
め削除

― ― ― － － － － － － 教育未来課

80
削除する(継続し

ない)
調査項目がなくなったた
め削除

― ― ― － － － － － － 教育未来課

達成率目標値(2025)No. 指標名 指標の説明 算出方法

目標値（2030） 主管課

目標値(2025) 達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法

一定レベルの英語力到
達度を示す指標

英検３級レベル到達者の割
合（中学３年生）

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

英検３級レベル到達者
数÷3学年生徒数×

100

43.3%

48.8%

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030） 主管課
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Ⅱ　情報化社会を切り拓く子どもの育成
４　学力・学習状況の向上
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

81
全国標準学力検査
の偏差値

全国標準に照らして客観
的に算出された数値

全国標準学力検査
（ＣＲＴ）３小学校
５．６年生の４教科
平均の偏差値（全
国平均は100）

2019 96 98 94 94.5 92.5 93.5 102 - B(91.7%)

82
全国標準学力検査
の偏差値

全国標準に照らして客観
的に算出された数値

全国標準学力検査
（ＣＲＴ）聖籠中学
校１から３年生の
５教科平均の偏差
値 （ 全 国 平 均 は
100）

- - 89 90 90 90 87 102 - B(85.3%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

81
手段・手法を変え

て継続
調査対象教科を減らした 94 95 96 97 98 - 教育未来課

82 現状のまま継続 ― ― ― 88 89 90 91 92 - 教育未来課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値(2025) 達成率

主管課

全国標準学力検査
（ＣＲＴ）３小学校５．
６年生の２教科平均
の偏差値（全国平均
は100）

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

24 第3章Ⅱ



第３章　未来を創る子どもの育成
Ⅲ　教育環境の整備・充実
１　施設の経年劣化等への対応
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

83
長寿命化計画に基
づき長寿命化が図
られた施設

学校施設の老朽化対策を
効率的・効果的に進めて
いくための指標

計画に基づく実施
（累計数）

2019 策定中 策定中 策定中 1 2 3 3 A(100.0%)

84
長寿命化計画に基
づき長寿命化が図
られた施設

社会教育及び体育施設の
老朽化対策を効率的・効
果的に進めていくための
指標

計画に基づく実施
（累計数）

2019 策定中 0 2 3 4 6 7 B(85.7%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
83 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 1 1 1 1 1 子ども教育課

84 現状のまま継続

今後も町民が安全に社会
教育施設等を利用できる
よう適切な施設管理を行
う

― ― ― 4 5 5 6 6 社会教育課

２　支援を必要とする児童生徒への対応
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

85
不登校児童生徒の
割合

学校生活の充実度を示す
指標

30日以上欠席し
た児童の割合

2019 0.23% 0.91% 1.45% 1.45% 3.20% 3.30% 県平均を下回る

86
不登校児童生徒の
割合

学校生活の充実度を示す
指標

30日以上欠席し
た生徒の割合

2019 5.14% 4.89% 7.10% 4.94% 6.85% 9.09% 県平均を下回る

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

85 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ―
県平均を
下回る

県平均を
下回る

県平均を
下回る

県平均
を下回る

教育未来課

86 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ―
県平均を
下回る

県平均を
下回る

県平均を
下回る

県平均
を下回る

教育未来課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)

主管課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 目標値(2025) 達成率

達成

達成

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

県平均を下回る

県平均を下回る
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Ⅲ　教育環境の整備・充実

３　学校内外での安全確保への対応
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

87
防犯カメラ設置箇
所

登下校の安全確保を示す
指標

設置箇所 2019 4箇所 9 18 27 27 27 27 箇所 A(100.0%)

88 歩道整備率（再掲）
通学路の歩道整備状況を
示す指標

通学路歩道整備延
長

2019 110ｍ　 110 410 1055 1503 1863 1466 m A(127.1%)

89
感染対策衛生用品
設置箇所割合

感染症対策等の指標を示
す指標

感染症対策衛生用
品設置施設数／総
施設数×100

2019 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% % A(100.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

87
削除する(継続し

ない)
目標値まで設置が完了し
たため

― ― ― － － － － － － 子ども教育課

88 現状のまま継続
2025 27m+128m
2026 120m
2030 100m

― ― ― 1863 2018 2138 2138 2238 m ふるさと整備課

89 現状のまま継続 ― ― ― 100 100 100 100 100 % 子ども教育課

主管課No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

目標値(2025) 達成率No. 指標名 指標の説明 算出方法
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第３章　未来を創る子どもの育成
Ⅳ　安心して子育てできる町
１　多様な保育ニーズへの対応
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

90
保育所等における
待機児童数

就業に対応した保育サー
ビスの充実度を示す指標

「保育所等利用待
機児童数調査」(厚
労省)による4月1
日現在人数

2019 0人 0 0 0 0 0 0 人

91
保護者アンケート
結果

町民の子育てに対する満
足度

満足度 2019 71.10% ― ― 64.80% ― 65.00% 80% % B(81.3%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
90 現状のまま継続 ― ― ― 0 0 0 0 0 人 子ども教育課

91
削除する(継続し

ない)

子育て満足度は、本施策
である「多様な保育ニー
ズへの対応」のみならず、
町全体の子育て政策に対
してのものであるため、
本施策のみの指標として
は適さないため。

― ― ― － － － － － － 子ども教育課

２　児童虐待への対応
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

92 相談実件数
総合的な相談を受けるこ
とで、児童虐待の早期発
見につながる指標

社会福祉行政報告 2019 399件 450 477 418 407 412 400 件 A(103.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029
92 現状のまま継続 ― ― ― 400 400 400 400 400 件 教育未来課

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 主管課

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)

達成

目標値(2025) 達成率

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課
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Ⅳ　安心して子育てできる町

３　就学支援体制の充実
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値(2025)
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

93
育英制度の受付回
数

必要となった際の制度の
利用しやすさを示す指標

年間受付数 ２回 １回 １回 １回 １回 １回 随時 回

94
就学援助の受付回
数

必要となった際の制度の
利用しやすさを示す指標

年間受付数 １回 ２回 ２回 ２回 ２回 １回+随時 随時 回

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

93 現状のまま継続 申請者へは随時対応する ― ― ― 随時 随時 随時 随時 随時 回
子ども教育
課

94 現状のまま継続 申請者へは随時対応する ― ― ― 随時 随時 随時 随時 随時 回
子ども教育
課

No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率

主管課

達成

達成

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性
目標値

（2030）
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第３章　未来を創る子どもの育成
Ⅴ　人生100年時代の学び
１　生涯学習の展開
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

95
生涯学習活動団体
数

生涯学習の充実度を示す
指標

登録団体数 2019 91団体 76 74 69 67 67 107 団体 C(62.6%)

96
生涯学習事業参加
者満足度

生涯学習の充実度を示す
指標（ｱﾝｹｰﾄ）

「満足」回答者数／
回答者総数

2019 95.70% 73.70% 89.90% 95.20% 98.00% 100.00% 96.00% % A(104.2%)

97
地域学校協働本部
サポーター数

生涯学習の推進状況を示
す指標

サポーターの人数
（延べ人数）

2019 1,612人 1,189 1,284 1,385 1,074 1,228 2,000 人 C(61.4%)

98
人口一人当たりの
貸出点数

図書館の利用状況を示す
指標

総貸出点数／人口 2019 9.9点 8.6 9.6 9.2 9.1 8.5 11 点 C(77.3%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

95 現状のまま継続
文化系団体の高齢化に
よる減少を考慮し、目
標値は70に下げる

― ― ― 70 70 70 70 70 団体 社会教育課

96 現状のまま継続
今後も町民のニーズに応
じた事業を行う

― ― ― 96 96 96 96 96 % 社会教育課

97 現状のまま継続
学校行事の減少やサポー
ター数の減少により、目
標値を1300に下げる

― ― ― 1300 1300 1300 1300 1300 人 社会教育課

98 現状のまま継続
効果的な選書、ｲﾍﾞﾝﾄ実施
により貸出点数増加を目
指す。

― ― ― 10 10 10 10 10 点 図書館

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)

29 第3章Ⅴ



Ⅴ　人生100年時代の学び
２　青少年健全育成の推進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

99
青少年健全育成実
施事業数

青少年の非行等の実態と
対策の周知度を示す指標

実施事業数 2019 4事業 4 3 3 3 3 4 事業 C(75.0%)

100
放課後子ども対策
事業（週末体験く
らぶ）の参加者数

放課後対策としての取組
の充実度を示す指標

延べ参加者数 2019 501人 480 490 588 499 460 720 人 C(63.9%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

99 現状のまま継続
今後も引き続き青少年の
ための事業を行う

― ― ― 4 4 4 4 4 事業 社会教育課

100 現状のまま継続

子どもの人口減少や部
活・塾等の子どもを取り
巻く環境を加味し、目標
値を500に下げる

― ― ― 500 500 500 500 500 人 社会教育課

３　文化の振興
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値(2025)
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

101
文化会館事業の来
場者数

芸術文化振興の状況を示
す指標

来場者数 2019 3,666人 2,122 7,459 8,256 8,462 6,737 5,400 人 A(124.8%)

102
民俗資料館利用者
数

民俗資料館の充実度を示
す指標

来館者及び出前授
業参加者数

2019 315人 440 131 486 638 559 370 人 A(151.1%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

101 現状のまま継続
今後も引き続き町民の文
化振興のための事業を行
う

― ― ― 5400 5400 5400 5400 5400 人 社会教育課

102 現状のまま継続
今後も引き続き町の歴史
周知のための事業を行う

― ― ― 370 370 370 370 370 人 社会教育課

算出方法 目標値(2025)

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明

主管課

目標値（2030） 主管課

達成率

達成率

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法
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第４章　豊かさと活力を創出する産業の振興

Ⅰ　農業・水産業の持続性確保に向けた生産基盤の強化
１　担い手の確保・育成と生産基盤の整備
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

103 新規就農者の確保
新規就農者の状況を示す
指標

認定新規就農者と
なった人数

－ 2 2 1 1 1 6 人 C(16.7%)

104 遊休農地面積
遊休農地の改善状況を示
す指標

遊休農地の総面積 2019 6.9ha 2.8ha 3.2ha 3.2ha 5.5ha 6.4ha 5 ha

105 農地集積率
担い手への農地の集積状
況を示す指標

全ての担い手の経
営農地/全農地×
100

2019 60.10% 65.5% 66.3% 72.9% 71.5% 73.5% 70% % A(105.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

2026 2027 2028 2029

103 現状のまま継続

新規就農者を引き続き確
保するに当たって、指標
は必要。
総合戦略や地域サポート
計画のKPIに合わせて目
標値を設定する。

― ― ― 2 2 2 2 延べ10 人 産業観光課

104 現状のまま継続 現状のまま継続 ― ― ― 6.1 5.7 5.3 4.9 4.5 ha 農業委員会

105 現状のまま継続

担い手への農地集積を引
き続き促進するに当たっ
て、指標は必要。
総合戦略のKPIに合わせ
て目標値を設定する。

― ― ― 0.79 0.82 0.85 0.87 90% % 産業観光課

目標値(2025)

未達成

No. 指標名 指標の説明 算出方法 達成率

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030） 主管課
指標名 指標の説明 算出方法
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Ⅰ　農業・水産業の持続性確保に向けた生産基盤の強化
２　良質な農産物の安定生産と経営安定化の支援
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

106
担い手の経営安定
化

担い手の状況を示す指標
基本構想水準を達
成する経営体数

2019 44経営体 39 39 38 43 36 145 経営体 C(24.8%)

107 観光農園入客数
観光農園への観光入込客
数の状況を示す指標

観光農園入客数 2019 74,300人 69,300 79,300 73,300 66,120 61,800 83,000 人 C(74.5%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

106 現状のまま継続

目標値が認定農業者数
（R6末：112名）を上回っ
ており、また認定農業者
は減少傾向にあるため、
達成は困難と見込まれ
る。「聖籠町農業経営基盤
の強化の促進に関する基
本構想」に合わせて目標
値を修正する。

― ― ― 43 46 50 53 57 経営体 産業観光課

107 現状のまま継続

新型コロナウイルス蔓延
があり、観光入込客数は
減少した。回復傾向にあ
るため目標値を修正して
継続する。

― ― ― 62000 65000 68000 70000 73000 人 産業観光課

目標値(2025) 達成率No. 指標名

目標値（2030） 主管課

指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

32 第４章Ⅰ



Ⅰ　農業・水産業の持続性確保に向けた生産基盤の強化
３　安定して続けられる漁業の促進　
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

108 種苗放流量
種苗放流による水産資源
の確保状況を示す指標

ヒラメなどの放流
種苗の種類

2019 1種類 1 1 1 1 1 2 種類 C(50.0%)

109 種苗放流量
種苗放流による水産資源
の確保状況を示す指標

ヒラメなどの放流
種苗の数量

2019 14,500尾 14,500 14,500 14,500 14,500 14,500 17,500 尾 B(82.9%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

108
削除する(継続し

ない)

水産業の発展、生産基盤強
化のため指標は必要。種苗
の購入価格などを考慮する
と、複数種の放流は難しい
ため、指標は放流数量のみ
とする。

― ― ― － － － － － － 産業観光課

109 現状のまま継続 ― ― ― 14500 14500 14500 14500 14500 尾 産業観光課

４　町内資源の有効活用及び他産業との協働
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値 目標値(2025)
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

110
学校給食等への地
産地消率（再掲）

地産地消の推進状況を示
す指標

聖籠町共同調理場
で使用する本町産
の野菜、果物及び
米の割合

2019 49% ― 48.3% 46.4% 46.8% 43.5% 55% % C(79.1%)

111
食育を通じた交流
事業実施数(農産
物)（再掲）

食育振興の状況を示す指
標

生産者とこども園
（ 幼 稚 園 ） ・ 小 学
校・中学校との会
食年間 実施 回数
（各園・学校1回）

2019 4回 ※6か所 0 0 0 0 0 7 回 C(0.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

110 現状のまま継続

農家数、生産品目数、生産量
が減ってきている。また、JA
や地場物産等の都合により
納品できない日(月曜、年
始、GW明け等)も出てきて
いるため50％以上は望め
ない。

― ― ― 45 45 45 45 45 % 子ども教育課

111 現状のまま継続
公立園・学校数7→5に
なったため

― ― ― 5 5 5 5 5 回 子ども教育課

目標値(2025) 達成率

主管課

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

達成率

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

目標値（2030）

目標値（2030）
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第４章　豊かさと活力を創出する産業の振興
Ⅱ　地域資源を活かした魅力あふれる観光
１　観光資源の保全と魅力向上
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

112 観光客数
観光振興対策の状況を示
す指標

観光統計資料（年
間）

2019 32万人 25 28 29 30 30 34 万人 B(88.2%)

113
海のにぎわい館の
来館者数

交流の状況を示す指標

海のにぎわい館を
利用した人数(来
館、会議室利用な
ど含む)

2019 14,422人 10,241 12,268 20,715 15,104 17,039 17,500 人 B(97.4%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

112 現状のまま継続

新型コロナウイルス蔓延が
あり、観光入込客数は減少
した。回復傾向にあるが、蔓
延前の水準に戻っていない
ため目標値を修正して継続
する。

― ― ― 30 31 32 33 34 万人 産業観光課

113 現状のまま継続

新型コロナウイルス蔓延が
あり、来館者数は減少した
が、令和4年度より回復傾
向にある。今後も年々増加
するように目標値を修正し
て継続する。

― ― ― 18000 18500 19000 19500 20000 人 産業観光課

２　観光交流の総合的な推進
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

114
広域観光コースの
設定数

広域的な観光振興対策の
状況を示す指標

町外から町内への
通過型観光コース
の設定数

2019 0コース 1 1 1 1 1 1 コース A(100.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

2026 2027 2028 2029

114 現状のまま継続

観光交流の推進のため指標
は必要。継続的な広域観光
振興を継続するため観光
コース数目標値は継続す
る。

― ― ― 1 1 1 1 1 コース 産業観光課

主管課

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 主管課
指標名 指標の説明 算出方法

目標値(2025) 達成率

目標値（2030）
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第４章　豊かさと活力を創出する産業の振興
Ⅲ　地域の未来をけん引する商工業
１　中小企業の活性化と新潟東港の振興
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

115
町内起業・創業企
業数

町内における地域経済の
活性化の状況を示す指標

聖籠町小規模企業
起業・創業支援事
業補助金の交付件
数

2019 (法人)1社

(法人)3
社

(個人)3
社

(法人)1
社(個

人)3社

(法人)0
社(個

人)0社

(法人)0
社(個

人)5社

(法人)2
社(個

人)4社

(法人)1社(個
人)2社

116
新潟東港工業地帯
等への設備投資数
（5年間累計）

町内における産業活動の
状況を示す指標

東港工業地帯等の
立地企業による新
規進出または規模
拡大の件数

 (2015
～

2019)
37件 10 18 25 31 37 40

件
(202
1～

2025
)

B(92.5%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

2026 2027 2028 2029

115 現状のまま継続

小規模企業の起業・創業
に対する支援は今後も必
要であり、継続して指標
を設定する。

― ― ―

(法人)1
社

(個人)1
社

(法人)1
社

(個人)1
社

(法人)1
社

(個人)1
社

(法
人)1社

(個
人)1社

延べ(法人)4社
(個人)4社

産業観光課

116 現状のまま継続 ― ― ― 8 8 8 8 40 累計件数 東港振興室

２　地域に根ざす多様な産業の連携・協働
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

117
協働による商品開
発数

本町内による他産業との
協働の状況を示す指標

企業への聞き取り
による
（5年間累計）

2019 0商品 0 0 0 0 0 3 商品 C(0.0%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

117
手段・手法を変え

て継続

指標設定時の意図が不
明。政策評価シートとの整
合をとる場合、「農産物加
工センタ－」での特産品
（加工品）開発個数に変更
する。

特産品の開発

農産物を利用した
付加価値の高い加
工品・特産品の開
発と製造を促進す

る。

農産物加工セン
ターでの特産品の

開発個数
1 1 1 1 延べ4 商品 産業観光課

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 主管課
指標名 指標の説明 算出方法

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)

達成

主管課

目標値(2025) 達成率

目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

35 第４章Ⅲ



第５章　持続可能な行財政運営
Ⅰ　多様な人々がつながり、誰もが活躍できる地域づくり
１　町民参画と協働
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

118
各種委員会の公募
率

審議会などへの一般参画
可能とした状況を示す指
標

（公募した委員会
数／公募可能委員
会数）×100

2019 16.70% - - - - 40.6% 100% %

119
ＳＮＳでの情報発
信件数

町政情報提供を町民ニー
ズに応じた手段で発信し
ている指標。

ＳＮＳのフォロワー
数

2019 0件 - - - - 1,070 1,000 件

120
町民説明会など広
聴会の参加割合

まちづくりの関心度の状
況を示す指標

参加者数 2019 90人 0 0 0 78 50 150 人

121
地域づくり活動団
体数

社会貢献活動の参画状況
を示す指標

町調査によるＮＰ
Ｏ法人、ボラン
ティア団体等数

2019 89団体 98 97 105 114 118 98 団体

【指標の継続性・今後の方向性】
目標値推移

2026 2027 2028 2029

118 現状のまま継続
今後も各所属に呼びか
け、町民参画の促進を図
る。

― ― ― 45.4 50.2 55 59.8 64.6 % 総務課

119
手段・手法を変え

て継続

現状、町SNSはXとLINE
のみの運用であり、SNS
の性質上、LINEは特定の
目的をもって登録される
場合があり、Xが比較的
普遍的なため、そのフォロ
ワー数を指標とするのが
よい。

町公式Xアカウントのフォロ
ワー数

1100 1200 1300 1400 1500 件 総務課

120
手段・手法を変え

て継続

まちづくり懇談会の参加
者数の場合、小規模集落
のみを回った場合数値が
悪くなる。参加者数／対
象集落の世帯数とした
い。

まちづくり懇談会の参加者
割合

12 14 16 18 20 人 総務課

121 現状のまま継続 ― ― ― 120 122 124 126 128 団体 総合政策課

SNSによる町から
の情報発信への

ニーズを測る指標

町政への関心を測
る

町公式Xアカウン
トのフォロワー数

参加者数／開催集
落世帯数

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性
【指標を変更する場合】

No. 指標名 指標の説明 算出方法
現況値（基準年度）

主管課
指標名 指標の説明 算出方法

達成率

目標値（2030）

目標値(2025)
実績値

C(40.6%)

A(107.0%)

C(33.3%)

A(120.4%)
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Ⅰ　多様な人々がつながり、誰もが活躍できる地域づくり
２　人権が尊重され誰もが活躍できる地域社会の実現
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

実績値
年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

122 人権意識の向上
生活の中で人権が守られ
ているかどうかをみる指
標

５年ごとに実施す
る人権意識調査に
みる人権順守の度
合い

2017 65.90% ― ― 61.5% ― ― 70%
%

(202
2)

123
ハッピーパート
ナー企業数

女性が働きやすい職場環
境を町内全体で環境整備
状況を示す指標

町内登録企業数 2019 7事業所 8 10 11 12 12 20 事業所 C(60.0%)

124
各種委員会への女
性委員の登用率

審議会などへの女性の参
画状況を示す指標

（女性委員／全委
員）×100

2019 23.80% 22.83% 24.49% 25.51% 27.30% 28.87% 32.70% % B(88.3%)

【指標の継続性・今後の方向性】
【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

122 現状のまま継続 ― ― ― - 70 - - 70%
%

（2027
）

町民課

123
手段・手法を変え

て継続

令和７年度末をもってこ
れまでのハッピーパート
ナー制度が廃止されるこ
とから、新たな企業認定
制度の登録を呼びかけ、
町内企業の職場環境の整
備促進を図る。

新たな認定制度（仮）による
認定企業数

12 13 15 17 20 事業所 総務課

124 現状のまま継続

県からも毎年照会のある
項目でもあり、継続して数
値把握が必要なことや、
意識の状況を量る値とし
て性質上望ましい。

― ― ― 29.63 30.39 31.15 31.91 32.7 % 総務課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性 目標値（2030）

No. 指標名 指標の説明 算出方法
現況値（基準年度）

主管課

女性が働きやすい
職場環境の町内全
体で環境整備状況

を示す指標

町内認定企業数

目標値(2025) 達成率

B(87.9%)
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第５章　持続可能な行財政運営

Ⅱ　将来を見据えた持続可能な行財政運営

１　効率的・効果的な行財政の運営
【施策目標の進捗状況】 （A:100%以上、B:80%以上100%未満、C：80%未満）

現況値（基準年度） 実績値

年度 現況値 2020 2021 2022 2023 2024

125 経常収支比率
財政の弾力性の状況を示
す指標

（経常経費充当一
般財源／経常一般
財源総額）×100

2019 86.30% 88.5% 82.2% 83.8% 84.6% 87.0% 86.6％以下 %

126 実質公債費比率
実質的な借金による財政
負担の程度を示す指標

（実質的な借金返
済額／標準財政規
模）×100

2019 9.10% 9.4% 9.6% 10.1% 10.5% 未確定 9.0％以下 %

127
マイナンバーカー
ド普及率

行政のデジタル化やオン
ライン化に向けての進捗
状況を示す指標

マイナンバーカー
ド取得者／町民人
口×100

2019 6.60% 9.81% 27.17% 60.74% 77.60% 86.68% 70.00% % A(123.8%)

128 ふるさと納税
町の政策に支援をする町
外在住者からのふるさと
納税（寄附）の額

町へのふるさと納
税（寄附）額

2019
4,498

万円

1億
1409
万円

2億
2724
万円

3億
1309
万円

3億
5123
万円

4億
475万

円

1億
5,000

万円
万円

【指標の継続性・今後の方向性】

【指標を変更する場合】 目標値推移

指標名 指標の説明 算出方法 2026 2027 2028 2029

125 現状のまま継続 部会にて検討 ― ― ― % 総合政策課

126 現状のまま継続 部会にて検討 ― ― ― % 総合政策課

127 現状のまま継続 ― ― ― 87 88 89 89.5 90 % 町民課

128 現状のまま継続 部会にて検討 ― ― ― 万円 総合政策課

No.
後期基本計画への
継続性について

今後の方向性

No. 指標名 指標の説明 算出方法

主管課

達成率

目標値
（2030）

目標値
(2025)

未達成

未確定

A(269.8%)
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